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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞

・八戸納涼会　8/6（月）17:30～20:00　場所：古民家前の広場

・医療福祉学会　演題募集について

抄録締め切り：9/15（土）、8/31（金）までに一度SGMへ提出

・夏季賞与明細、昇級明細、健康診断の結果が配布されている。各自内容を確認し、不明な点やおかしな点があれば総務に問い合わせてください。
・お盆期間、物流が止まる可能性があるため、消耗品の発注は早めにするようにしてください。
・発注したコピー用紙が届いています。コピー用紙のへり方が早いため、各自日誌の印刷ミスなどないように、印刷前に確認を徹底して下さい。
・明日のカンファレンス内で鈴木真知子様の事故に関する振り返りを行います。
・新しい日誌を作成する際には、早期加算やIDを確認するようにしてください。また、IDは空欄にならないように、新規利用者はその日のうちに入力してください。
・8月中に避難訓練があります。事前に避難経路、手順などを確認する予定にしていますので、各自でも機器の使用方法など確認しておいてください。
・9/14（金）ハローワークのジョブガイダンスを行う予定。内容によっては60分⇒90分に変更可能である為、利用者様がハローワーク職員よりどんなことを聞きたいのか、仕事に関してどんなことを学んでいきたいか等を聞いておくようにしてください。
・9/20（木）職員旅行日帰り　参加者：鳥谷部、工藤
・9/21（金）13：30～防災訓練　参加者：紫葉

＜研修案内＞
・看護グループ内研修　8/7（火）17:15～17:45　場所：病院　3階　会議室

テーマ：「救急対応」　講師：相馬SGM
⇒年1回参加しなければいけない研修なので、必ず研修するようにしてください。
日勤者：紫葉、鳥谷部、三國、工藤、佐々木
・8/8（金）19：00～ADHDに関する研修　場所：パークホテル
＜各種締切＞

・本日　7月月報
・8/10 7月経過記録
・8月中　LASMI等の評価、転倒転落アセスメント

＜青陽館利用者様情報＞
デイケア

・佐羽内　裕亮様～本日13：30より就労継続支援B型事業所「カシオペア」にてケア会議実施中。

・上川原　豊　様～薬の空包確認では全て揃っており、問題はない。本日も裸に何も着用せず、ベストを着ている状態であり、汗の観点や公共の場の観点から指導をするが「大丈夫」と言い、助言を受け入れることはない。精神面では不調はなさそうである。
・根地戸　恵　様～曽我泰庸様に挨拶する際に万歳をした状態で近付くと、胸を触られることがある。しかし、不快感を示すことはなく、トラブルには至っていない。以前から臀部を触られるなどの身体接触があるため、適切な距離を保つように指導をしていく。普段と同じように色々と訴えることがあり、「入院した方がいいのかな？」と話すことはあるが、入院する必要性は感じられないことを伝え、都度振り返っている。
・曽我　泰庸　様～根地戸恵様の胸を触ることがあり、男性スタッフが指導をするとへらへらとした反応を見せ、反省している様子はない。以前も根地戸様の臀部を触った経緯があり、その点について振り返るが「俺がか？」と言い、記憶にないような発言をしている。外部で同様の行為をする可能性もあるため、指導をしていく。
・前野　義勝　様～医師との面談まで時間があり、プログラムに参加しないことが続いている為指導をしているが改善が見られない。7月は欠席数が増えており、出席率は78％まで低下している。高出席率を1年維持した際に就労へ進む目標としているため、出席率を具体的に示し（85％以上）、就労にむけて用事はまとめて行うように指導をしていく。
・二川目　健治様～急遽デイケアを利用している。最近の様子について、精神的に不調をきたし、2週間ほど家から出られなくなり、処方薬が調整となったことを話している。不調については、以前入院して来た時と同じような症状であると言う。医師からは給食を勧められ、8/10まで休職し、病状の回復程度によっては延長も有りうるようである。就労については、今後は現在のA型施設ではない別なところに行きたいと話している。電子カルテの情報と相違はなく、今回の報告については虚偽はないようである。デイケア利用については、来ることが出来る日にきて、気分転換の場として利用したいと話している。
・鈴木　碧　　様～昨日12時過ぎに連絡があり、午後から体験利用をしたいと話している。正式利用については、本人のペースもあるが、3ヶ月後等の枠組みを決め、利用について進めていく事が出来るように関わっていく。
・松川　順子　様～西病棟より情報提供があり、退院日が8/8か8/9で決定したとのこと。デイケアは週5回利用予定であるが、利用開始日が未定であるため、決まり次第連絡を頂くこととしている。
デイナイトケア
・鈴木　真知子様～青風荘より情報提供があり、今朝6：30スタッフが本人と一緒に部屋に行くとシーツがめくれており、尿失禁したようである。水分の摂り過ぎが原因であると思われ、デイナイトケアでもトイレの回数が多く、1回の飲水量が多い為、指導をしている。昼食後、パッとしないと不調を訴え、静養室を利用。バイタルサインは目立って異常値はない。
・木村　義重　様～昨日は歯科受診のためデイケア利用となっている。次回受診日は8/23。今まで環境の変化があるため、薬はスタッフ管理としていたが、本日より自分で薬を管理している。昼食後薬をスタッフに見せてから服用することとなっているため、スタッフは確認後、サインをしていく。
・倉石　ヨシエ様～昨日、動作が遅い千葉輝夫様に対して、杖でつつく事があった。千葉様は倉石様の頭をなでることがあり、好意的な印象を持っていたこともあり、トラブルには至っていない。

・千葉　輝夫　様～息子様より歩行状態の悪化について情報提供があった。昨日の夕方、居眠りしていたこともあるが、歩幅が狭く、ふらつきもあり、歩行が不安定な様子がある。転倒のリスクが高い為、今後は1階⇔2階の行き来はエレベータを使用していく。
・奥山　以依子様～昨日夕食では残食が目立っていたが、その後青風荘に戻ってからビスケットを食べていたと情報提供がある。昼食は残食なし。
・吉田　キクエ様～昨日排尿時に臀部の痛みを訴えている。症状を聞くと、膀胱炎である可能性もあるため、青風荘に今後も情報提供し、必要時は病院受診についても検討していく。
・倉橋　生子　様～普段強く当たっているスタッフを目で覆うことや睨むことがある。午前中に青風荘スタッフに対して金銭管理について質問していることがあり、お小遣いが減った事が関係していると思われる。
ナイトケア

・下妻　康貴　様～顔や腕等の日焼けが目立っていることから就労先の作業内容や時間について確認すると、9時に出勤しビニールハウス内や外にある花等の水やりをしているという。その後は日によって異なっており、本日は草刈りやその草を袋に詰める作業をしたとのこと。「袋に詰めるときの太陽の照り返しが暑くて暑くて…」と話しており、適度に休憩や水分補給をするよう助言している。
・関　秀治　　様～“新しいグループホームは慣れましたか？”と問うと、「だいぶ慣れましたよ。前のグループホームは救急車の音がすごく聞こえていたんですけど、今のところは時々しか聞こえないし住宅地にあるので静かでいいです」と穏やかな表情で話している。
カンファレンスシート（小笠原　キワ　様）　

実施日：H30年8月2日（木）13：30～14：00

担当：佐々木
参加者：小嶋、馬場、鳥谷部、佐々木

検討内容　目標と計画の検討、現状について

	氏名
	小笠原　キワ　様
	性別
	女
	年齢
	91
	生年月日
	S2.1.3

	主病名
	神経症性うつ病
	合併症
	軽度認知障害　パニック障害

	治療方針（医師の指示）
	身体機能の維持・向上、対人関係能力の向上、作業能力・持続性の向上

	本人希望
	健康を維持し、今の生活を続けていきたい。

	家族希望
	現在の生活を続けてほしい。

	入院歴
	計1回（最終：H28年6月10日～H28年11月20日）

	通所歴
	1回目

今回：H28.11.25～現在　　（週1回/金曜日）⇒H30.7.16～(週2回/月・金)

	その他サービス利用
	なし

	住居：サービス付き高齢者住宅「悠湯の里」
	家族構成：長男、長男嫁、腹違いの長男・長女

	利用制度


	精神障害者保健福祉手帳
	障害基礎年金
	他（自立支援、介護保険、重度医療等）

・後期高齢者医療

・自立支援(上限2,500円)

	備考：事例検討に必要な情報を記載

・H20.11.12物忘れ検診にて精査判定となり当院へ初診。軽度認知障害との診断にて通院を継続。H26.5.21抑うつ症状があり、当院でうつ病の診断にて通院、服薬を継続。家庭環境が劣悪であったことから担当医が地域保健師らに助言するが、生活環境の改善はみとめられなかった。Ｈ27.12.7当院を終診。白山台ﾒﾝﾀﾙｸﾘﾆｯｸへ転医。以後治療を継続していた。Ｈ28.3月末頃に自宅の立替のため一時的に長男の元へ転居。転居後気分の落ち込みがみとめられ、不穏状態となり、パニック症状が出現。鶴見西井病院を受診し、服薬を再開。再度青森県での生活を検討し、新郷村地域包括支援センターへ相談。物忘れ、意欲低下、無関心、引きこもる等の症状も認められ、入院治療が必要であったことからH28.6.10当院へ医療保護入院。症状が軽減し、入院治療に対する同意が得られたことから、H28.10.13任意入院へ変更。
・11/20、青南病院退院し、同日サービス付き高齢者住宅「悠湯の里」へ入居。

・退院後も定期受診継続し、病状は安定している。

・腹違いの長男→本人に心理的虐待を行っており、本人の財産等の名義を変更していた。
・腹違いの長女→本人との関係は不良。血のつながりがないことを強調し、援助について長男（実子）に押し付けるような言動あり。協力は得られない。


【目標・治療計画】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	現在の状態を維持し、健康に悠湯の里での生活を続ける。
	①ストレスや不安をスタッフに伝えることができる。
	①不安に感じることや困ったことがあった際にはスタッフに相談し、思いを溜めないようにする。
	①不安や問題がある際には自分から相談できるようになる。また、質問された際には自身の気持ちを表現出来るようになる。スタッフは来所時に本人へ声をかけ、不安やストレスの有無を確認していく。本人から訴えが聞かれた際は、対処法を一緒に検討し、実践を促していく。

	
	②プログラムに参加し、認知機能、運動機能の維持をする。
	②回想法や作業療法のプログラムを通じて、認知機能を維持する。また、運動機能を維持するために、自身の動ける範囲で体を動かし、運動の機会を増やす。
	②認知機能、運動機能を維持できるよう、活動する時間を増やし、活動性の維持を図る。スタッフは、身体状況を確認しながら、無理なく出来る範囲の活動を促していく。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度○○％）
	今後の対応

	①不安に感じることや困ったことがあった際にはスタッフに相談し、思いを溜めないようにする。
	・服薬管理は自身で行い、飲み忘れはないと話す。通所利用中もスタッフの促しなしに服薬すること出来ている。

・特に体調の変化はなく、悠湯の里、通所に対する不安やうつ症状は見られていない。
・会話内容や受け答えはしっかりとしており、1週間の生活状況や入居先での出来事を尋ねると、入居先での気になることを話している。

・6月下旬頃、悠湯の里で腹が立つ出来事(他利用者から邪魔者のように扱われること、入居者が自分を悪者に仕立て上げるように職員に話し、その職員は自分の話もきちんと聞かずに自分が
	過去の経緯を考えると、被害的に訴えている可能性はあるが、以前からも話がでていたが、今回の施設内での件のこともあり、通所で過ごす時間を増やすことを提案し、本人も考えている。⇒H30.7.16～週2回/月・金曜日の利用となる。
利用日には、スタッフ側から声を掛け、不安などないか確認をするようにする。また、周囲とのトラブルを避けるために我慢をしている様子が窺え、施設スタッフに言わない

	
	悪いような物言いをしたこと）等を話している。また、施設内では、不必要に八つ当たりするような態度や精神的にも対人的にも状態は悪くなってる。次回の診察に施設の職員が同席すると聞き、自分の思いを伝えれないと話したりする。

・必要に応じてスタッフへ話し掛けることがあり、日常的な会話などスタッフ話し掛けに穏やかに応じている。
・自発的な他者との交流はほとんどないが、思い出語りなどプログラムの際など交流持つことはでき、必要に応じて会話することも出来ている。
	ことがあるため、通所では定期的な面談を行い、本人から話せる環境を作っていく。遠慮なくスタッフへ話してよいことを伝えていく。 (送迎中は特に本人も話しやすい状況)⇒目標継続


	②回想法や作業療法のプログラムを通じて、認知機能を維持する。また、運動機能を維持するために、自身の動ける範囲で体を動かし、運動の機会を増やす。
	・余暇時間に折り紙手芸したいと希望があり、悠湯の里に折り紙などの道具を持ち帰り取り組んでいる。意欲低下、無関心さは見られず。現在は新しく『傘』作りに取り組んでいる。

・認知機能は、年齢相応程度。

・記憶力は日常生活に支障ない程度に保たれていると考えられる。
・運動プログラムは、当初「歩けないから」と不安を訴えていたが体操など座りながら出来る範囲で行うことを助言すると、以降は椅子に座り取り組まれている。(体操・ホームフィットネス)

・通所利用以外の日は、自室にて過ごす事が多く、外出は、近所のスーパーや病院受診が殆ど。
	本人と話し合い、要望を取り入れながら認知機能の低下を防止していく。また、疲労感の有無など確認しながら、無理のない範囲で運動プログラムへ参加を促し、身体機能の維持を図れるよう、関わっていく。⇒目標継続


	その他

・ゆで卵が好物との話から、毎週通所で卵をゆでてもらい、持って帰っている。
・アイスが食べたいときがあるが、周囲へ気を遣っている様子がある。帰りの送迎時コンビニによってあげる等、本人へ声を掛けていく。
・7/23.27と青陽館が暑いとの理由で欠席している。翌利用時に何か気になることがあったか尋ねるも、暑かったことが理由で、通所や入居先で気になることはなかったと話している。


【目標・治療計画（再立案）】
	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	現在の状態を維持し、健康に悠湯の里での生活を続ける。
	①ストレスや不安をスタッフに伝えることができる。
	①不安に感じることや困ったことがあった際にはスタッフに相談し、思いを溜めないようにする。
	①不安や問題がある際には自分から相談できるようになる。また、質問された際には自身の気持ちを表現出来るようになる。スタッフは来所時に本人へ声をかけ、不安やストレスの有無を確認していく。本人から訴えが聞かれた際は、対処法を一緒に検討し、実践を促していく。

	
	②プログラムに参加し、認知機能、運動機能の維持をする。
	②回想法や作業療法のプログラムを通じて、認知機能を維持する。また、運動機能を維持するために、自身の動ける範囲で体を動かし、運動の機会を増やす。
	②認知機能、運動機能を維持できるよう、活動する時間を増やし、活動性の維持を図る。スタッフは、身体状況を確認しながら、無理なく出来る範囲の活動を促していく。


